
 

 

玉来ダム（竹田水害緊急治水ダム建設事業）の 

アジア土木学協会連合協議会プロジェクト賞受賞について 

令和 7年 10 月 31 日  

土木建築部河川課  

 

 この度、アジア土木学協会連合協議会（ACECC）主催の第 10 回アジア土木技術国際会議（10th  

CECAR）において、玉来ダム（竹田市：令和 4年度完成）が、最優秀プロジェクト賞（Outstanding 

Civil Engineering Project Award）を受賞したのでお知らせします。 

 

記 

１ 受賞概要 

(１) 名  称 ACECC Awards 2025 

ACECC Civil Engineering Project Awards のうち 

「Outstanding Civil Engineering Project Award」 

（邦題「アジア土木学協会連合協議会 最優秀プロジェクト賞」） 

(２) 主 催 者 アジア土木学協会連合協議会（ACECC） 

(３) 受賞事業 竹田水害緊急治水ダム建設事業 玉来ダム 

(４) 受 賞 者 大分県、大成・菅・友岡特定建設工事共同企業体、 

株式会社建設技術研究所九州支社 

(５) 受賞理由 厳しい地質条件を克服して治水ダムを完成させたことが評価され、土木技術 

の進歩とアジア地域の発展に顕著な貢献があった 

(６) 授 与 式 令和 7年 10 月 21 日から 24 日にかけて韓国済州島国際会議センター（ICC） 

で開催された第 10 回アジア土木技術国際会議（10th CECAR）において、23 日 

に授与式が行われました（https://www.cecar10.org/） 

＜参考＞ 

※ アジア土木学協会連合協議会（ACECC）（https://committees.jsce.or.jp/acecc/node/4） 

アジア地域が抱える社会資本整備や土木技術に関する課題を討議し、問題解決を図るこ

とを目的に 1999 年発足。現在 17 団体が加盟している。 

※ アジア土木技術国際会議（CECAR）（https://committees.jsce.or.jp/acecc/cecar） 

3 年に一度、アジアの産官学の研究者や土木技術者らが一堂に会する国際会議 

※ ACECC Award（表彰制度） 

土木技術の進歩とアジアの発展に顕著な貢献があった個人やプロジェクトを表彰する

制度で、「プロジェクト賞（Civil Engineering Project Award）」「功績賞（Civil 

Engineering Achievement Award）」「若手技術者/研究者賞（Technical Committee Activity 

Award）」の 3カテゴリーがある。2007 年の第 4回 CECAR 会議から始まり、各国から提出

された候補プロジェクトの中から授与される。なお、プロジェクト賞は最大 5つ表彰され、

うち最高位 1 つが最優秀賞として表彰される。 

【問合せ先】 

河川課 松尾、山田、森下 

（電話）０９７－５０６－４５９５(直通) 



竹田水害緊急治水ダム建設事業（平成 3年～令和 4年） 

【玉来ダム】 

【概要】 

位置 竹田市大字志土知、川床 

形式 重力式コンクリートダム（流水型） 

堤高 52ｍ 堤頂長 145ｍ 堤体積 18 万 m3 

総事業費 310 億円 

玉来ダム本体建設工事（平成 29年 4 月～令和 5年 3月） 

本体施工 大成・菅・友岡特定建設工事共同企業体 

堤体設計 株式会社建設技術研究所 九州支社 

【解説】 

 大分県初の流水型重力式コンクリートダムとして完成した。玉来ダムの建設地は阿

蘇山の火山活動による火砕流堆積物が複雑に分布しており、地質上の技術的課題を有

していたが、日本最大規模の「傾斜型造成アバットメント」による堤体安定性の確保

や、超高透水性地盤に遮水層を構築した「複列カーテングラウチング」など綿密な調

査検討と多くの創意工夫によりダムを構築した。 

 このような建設技術が評価され、「土木学会技術賞（2023）」「日建連表彰 2024 第 5

回土木賞」などを受賞している。 



R7.10.23　授与式の様子






